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第
１
回
Ｓ
Ｗ
Ｇ
ｓ
時
代
を
切
り
拓
く
産
学
共
創
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
大
阪
大
学
の
最

先
端
研
究
」
が
８
月
２８
日
午
後
１
〜
６
時
、
大
阪
国
際
会
議
場
（
大
阪
市
北
区
）
で
開
催
さ
れ
る
。
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
加
速
し
た
産
学
共
創
の
流
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
世
界
課
題
の
解
決
と
大
阪
・
関
西
発

の
新
産
業
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
阪
大
学
や
大
阪
商
工
会
議
所
な
ど
が
開
く
。

大
阪
・
関
西
発
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て
、

多
種
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
共
創
活
動
を
展
開
す
る
大

阪
大
学
が
、
大
阪
商
工
会
議

所
と
連
携
し
て
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
。
大
商
は
、
大

阪
大
学
の
多
彩
な
研
究
を
活

用
し
て
企
業
が
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
出
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
。

２
０
２
５
年
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た

大
阪
大
学
の
坂
口
志
文
特
別

栄
誉
教
授
が
基
調
講
演
を
行

う
。
ま
た
、
日
本
を
代
表
す

る
研
究
者
が
成
長
戦
略
と
も

密
接
に
関
わ
る
注
目
６
分
野

（
先
端
医
療
、
バ
イ
オ
、
マ

テ
リ
ア
ル
、
半
導
体
、
量
子
、

核
融
合
）
の
最
先
端
研
究
を

紹
介
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
行
政
・
大
学

・
企
業
関
係
者
が
先
端
研
究

の
推
進
と
実
用
化
加
速
に
向

け
て
議
論
す
る
。

大
阪
・
関
西
の
強
み
と
し

て
注
目
さ
れ
る
「
医
療
・
健

康
分
野
」
を
社
会
実
装
の
出

口
分
野
と
し
て
設
定
し
、
先

端
医
療
、
バ
イ
オ
、
マ
テ
リ

ア
ル
、
半
導
体
、
量
子
、
核

融
合
な
ど
の
幅
広
い
先
端
研

究
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
分

野
を
超
え
た
融
合
を
促
し
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ド
リ
ブ
ン
に

よ
る
新
規
性
の
高
い
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指

す
。会

場
内
で
は
大
阪
大
学
研

究
者
や
大
阪
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
研
究
シ
ー

ズ
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示

の
ほ
か
、
交
流
会
を
実
施
す

る
。
パ
ネ
ル
展
示
に
参
加
す

る
研
究
者
の
研
究
シ
ー
ズ
は

ウ
ェ
ブ
上
で
事
前
公
開
し
、

研
究
シ
ー
ズ
に
関
心
が
あ
る

企
業
が
申
し
込
む
こ
と
で
、

研
究
者
と
直
接
つ
な
が
る
機

会
を
提
供
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
３

大阪大学
坂口志文特別栄誉教授

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

１５
日
、「
Ｍ
ｏ
Ｔ
Ｔ
ｏ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

技

術
ニ
ー
ズ
説
明
会
〜
【
２
社

登
壇
】
大
阪
ガ
ス
と
三
菱
重

工
機
械
シ
ス
テ
ム
〜
」
を
開

催
す
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
大
企

業
の
技
術
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

中
堅
・
中
小
企
業
か
ら
の
提

案
を
募
り
、
両
者
の
連
携
に

よ
る
技
術
開
発
や
製
品
・
事

業
化
を
支
援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
。

今
回
の
説
明
会
で
は
、
多

種
多
様
な
分
野
で
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
大
阪
ガ
ス
と
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
初
登
壇
の
三
菱
重
工
機

械
シ
ス
テ
ム
が
、
中
堅
・
中

小
企
業
と
の
新
た
な
技
術
連

携
に
向
け
、
自
社
製
品
に
関

す
る
周
辺
技
術
の
ニ
ー
ズ
を

発
表
す
る
。
説
明
会
終
了
後

か
ら
８
月
２１
日
ま
で
幅
広
く

提
案
を
受
け
付
け
る
。

過
去
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
共
同
開
発
に
進
む
可
能
性

が
得
ら
れ
た
」「
普
段
取
り
引

き
の
な
い
企
業
と
情
報
交
換

が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

午
後
２
時
３０
分
〜
５
時
２５

分
、大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

（前列左から）中島さち子氏、大商の鳥井信吾会頭、大西寛繊維部会長（大西社長）、重延
賢治議員（ディープサンクス社長）と記念撮影する参加者ら�５月２６日、大商

同
事
業
は
大
阪
・
関
西
万

博
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
、

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

と
、
同
産
業
と
交
流
・
連
携

し
た
い
異
業
種
が
「
共
創
グ

ル
ー
プ
」
を
組
み
、「
あ
ほ
ち

ゃ
う
⁉
」
と
思
わ
ず
言
っ
て

し
ま
う
よ
う
な「
ワ
ク
ワ
ク
」

や
「
ぶ
っ
と
ん
だ
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
の
発
表
を

目
指
す
も
の
。

冒
頭
、
大
商
の
大
西
寛
繊

維
部
会
長
（
大
西
社
長
）
が

開
会
あ
い
さ
つ
に
登
壇
。
同

事
業
の
全
体
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
中
島
さ
ち
子
氏
が
万
博

の
ク
ラ
ゲ
館
で
同
氏
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
共
創
経
験
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
韓
国
太

鼓
奏
者
の
チ
ェ
ジ
ェ
チ
ョ

ル
氏
の
音
頭
に
合
わ
せ
、
参

加
者
自
身
も
様
々
な
楽
器
を

演
奏
し
な
が
ら
体
を
動
か
す

場
面
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
ｓ
ｔ
ｅ
Ａ
ｍ
の

池
谷
陽
平
氏
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
ト
で
、
繊
維
関
連
企
業
と

異
業
種
が
混
ざ
る
グ
ル
ー
プ

分
け
を
行
い
、
５
分
間
で
各

グ
ル
ー
プ
が
廃
材
を
活
用

し
、「
ク
ラ
ゲ
」を
製
作
。最
後

に
中
島
氏
主
導
で
、
参
加
者

が
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
の

服
」を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て

会
っ
た
人
と
創
り
上
げ
る
楽

し
さ
を
実
感
で
き
た
」「
今
ま

で
に
な
い
体
験
だ
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

同
事
業
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー

は
６
月
１９
日
午
後
５
時
ま

で
。
事
務
局
は
「
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
が
な
い
企
業
や
、

他
社
の
ア
イ
デ
ア
へ
の
参
画

希
望
者
の
応
募
も
歓
迎
す

る
」
と
話
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連

合
と
共
催
し
５
月
２６
日
、
万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｎ

ｅ
ｘ
ｔ
事
業
「
共
創
脈
々
―
あ
ほ
ち
ゃ
う
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ

ン
プ
リ
」
の
第
１
回
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
大
商
で
開

い
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
企

業
を
中
心
に
約
６０
人
が
参
加
し
た
。

中
島
さ
ち
子
氏
が
主
導
し
、
参

加
者
が
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来

の
服
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た

�
５
月
２６
日
、
大
商

任期満了に伴い、１０月１４日に行われる
大阪商工会議所の１号議員選挙について
紹介する。

大阪の夏の風物詩「天神祭」が７月
２４、２５日の２日間にわたって、盛大に
執り行われます。
日本三大祭りの一つとして大阪が全

国に誇る天神祭の渡御行事を支援する
ため、今年も会員の皆様にご協賛をお
願いいたします。ご協賛者の中から抽
選で大阪商工会議所が船渡御に出す奉
拝船にご招待します。何卒ご協力賜り
ますようお願い申しあげます。
【協賛金】１口１万円、３口から【目
標額】２,６００万円【受付締切日】７月３１
日【奉拝船ご招待】�指定ハガキの返
信またはウェブフォームの入力�協賛
金ご入金の両方を６月２６日までに完了
した方の中から抽選で１４０組（２８０人）
を予定。
問合せ 地域振興部内「天神

祭渡御行事保存協賛
会係」�６９４４・６３２３

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
等
新
興
国

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

イ
ン
ド

等
南
西
ア
ジ
ア
部
会
」
と
し

て
、
イ
ン
ド
向
け
販
路
開
拓

を
支
援
す
る
商
談
会
を
７
月

１０
日
に
開
催
す
る
。

１４
億
人
超
の
巨
大
市
場
を

抱
え
る
イ
ン
ド
は
、
旺
盛
な

内
需
に
加
え
、
中
東
・
欧
州

向
け
輸
出
の
中
継
拠
点
と
し

て
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
現
地
企
業
と

の
競
争
や
煩
雑
な
規
制
・
税

制
な
ど
、
日
本
企
業
が
単
独

で
販
路
を
構
築
す
る
に
は
課

題
も
多
く
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
イ
ン
ド
市
場
向

け
輸
出
販
売
に
特
化
し
、
同

国
と
の
豊
富
な
貿
易
、
規
制

対
応
実
績
を
持
つ
東
邦
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
バ
イ
ヤ

ー
に
迎
え
た
個
別
商
談
会
を

実
施
す
る
。
対
象
商
材
は
、

自
動
車
、
電
機
・
電
子
、
半

導
体
、
家
電
、
医
療
機
器
関

連
に
使
用
さ
れ
る
部
品
・
金

属
素
材
な
ど
を
扱
う
製
造
業

者
。午

前
１０
時
〜
正
午
、
午
後

１
〜
５
時
、
大
商
で
。
１
社

２５
分
の
事
前
予
約
制
（
定
員

１２
社
）。商
談
実
施
の
可
否
は

バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
事
前
選
考

を
経
て
、
６
月
３０
日
ま
で
に

申
込
者
全
員
へ
通
知
す
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

記念撮影に臨む大商の鳥井信吾会頭（右）
と韓国の大邱商工会議所の朴倫慶会長�
５月２８日、大商

韓
国
の
大
邱
商
工
会
議
所

の
朴
倫
慶
会
長
が
５
月
２８

日
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥

井
信
吾
会
頭
を
表
敬
訪
問
し

た
。来

訪
に
先
立
ち
、
一
行
は

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
視
察
。
企
業
家
た
ち
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
深
く
感
銘

を
受
け
、
大
邱
商
工
会
議
所

の
デ
ジ
タ
ル
企
業
家
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
設
立
に
向
け
刺
激

と
参
考
に
な
っ
た
と
語
っ

た
。

鳥
井
会
頭
は
大
阪
・
関
西

の
経
済
を
牽
引
し
た
女
性
企

業
家
の
活
躍
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
韓
国
の
食
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
の
成
功
事
例
が

話
題
に
上
り
、
文
化
と
産
業

振
興
の
好
循
環
を
目
指
す
重

要
性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。

今
後
、
両
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
文
化
・

経
済
の
両
面
で
連
携
を
深

め
、
双
方
向
の
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
を
一
層
促
進
し
て
い
く
こ

と
で
一
致
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大阪商工会議所は地方独立行政法人
大阪市博物館機構の協力を得て、「チェ
ンバーカレンダー（２０２７年版）」の販売
を開始した。
大阪市立美術館、大阪歴史博物館と

大阪中之島美術館の所蔵品である尾形
光琳をはじめとする名画１２点を掲載。
「壁掛型」（写真中央、同左）と「卓上
型」（同右）の２種類があり、各種５０部
以上の申し込みで社名などの名入れ印
刷が可能。会員限定で新規購入者は、
名入れ価格から５,５００円を割り引く。
８月６日までに申し込むと早期割引

が適用され、会員向け価格は５０～１９９部
の注文で、壁掛型１部７６０円、
卓上型１部５１０円。部数に応じ
て価格が異なる。
問合せ 会員組織担当

�６９４４・６２７４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
２
０
３
０
年
代
を
見
据
え
た
次
世

代
技
術
・
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
促
進
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
実
施
す
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
、
Ｎ
ｅ
ｏ
マ
テ
リ
ア
ル
、
防
衛
・
防
災

の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
。
テ
ー
マ
ご
と
に
最
新
情
報
の
提

供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
現
場
へ
の
視
察
を
行
う
「
ク

ラ
ス
タ
ー
会
議
」
の
ほ
か
、
領
域
横
断
に
よ
る
ク
ロ
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
議
論
す
る
「
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
会
議
」
を
開
く
。
登
録
企
業
は
関
心
が
あ
る
会
議
に

参
加
で
き
、
幅
広
い
分
野
の
情
報
収
集
・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
探
索
が
可
能
と
な
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振
興

担
当
�
６
９
４
４
・
６
３
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
１
号

議
員
選
挙
を
１０
月
１４
日
に
行

い
ま
す
。

会
員
が
資
格
（
選
挙
権
・

被
選
挙
権
）
を
得
る
に
は
、

８
月
１
日
ま
で
の
会
費
ご
納

入
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
現

時
点
会
員
で
な
い
方
は
、
７

月
９
日
午
後
５
時
ま
で
に
入

会
申
込
書
を
会
員
部
に
ご
提

出
い
た
だ
き
、
か
つ
８
月
１

日
ま
で
に
加
入
金
と
会
費
を

ご
納
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

会
員
で
な
い
特
定
商
工
業

者
は
負
担
金（
３
５
０
０
円
）

を
８
月
１
日
ま
で
に
ご
納
入

い
た
だ
く
と
選
挙
権（
１
個
）

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
会
員
部
�
６
９

４
４
・
６
２
５
１

進
む
大
阪
都
心
再
開
発

万
博
後
を
見
据
え
た
街
づ
く

り
加
速

大
阪
市
内
で
大
規
模
再
開

発
が
相
次
い
で
い
る
。
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
北
側
で
は
「
グ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
大
阪
」
が
先
行
開

業
し
、
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ

ス
、ホ
テ
ル
、都
市
公
園
な
ど

を
備
え
た
複
合
開
発
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
▼
周
辺

の
う
め
き
た
地
区
で
は
企
業

進
出
や
人
流
増
加
が
進
み
、

梅
田
エ
リ
ア
全
体
の
価
値
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
之
島
や
淀
屋
橋
、

森
之
宮
地
区
な
ど
で
も
再
開

発
計
画
が
進
行
し
て
お
り
、

老
朽
化
し
た
ビ
ル
の
建
て
替

え
や
国
際
競
争
力
強
化
に
向

け
た
整
備
が
加
速
。
２
０
２

５
年
大
阪
・
関
西
万
博
を
契

機
に
、
国
内
外
か
ら
の
投
資

や
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
世

界
都
市
と
し
て
の
存
在
感
向

上
を
目
指
す
▼
一
方
で
、
地

価
上
昇
や
建
設
費
高
騰
、
人

手
不
足
な
ど
の
課
題
も
浮
上

し
て
お
り
、
再
開
発
の
効
果

を
地
域
全
体
へ
ど
う
波
及
さ

せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

行
政
や
経
済
界
か
ら
は
「
万

博
後
を
見
据
え
た
持
続
的
な

成
長
戦
略
が
必
要
」
と
の
声

も
上
が
っ
て
お
り
、
再
開
発

を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ

ら
せ
な
い
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
▼
今
後
は
交
通

ア
ク
セ
ス
や
住
環
境
整
備
と

の
両
立
も
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
り
そ
う
だ
。
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な

街
づ
く
り
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
（
な
に
わ
ラ
イ
ナ
ー
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

主な技術ニーズ
大阪ガス（計１３件）
バイオガス増加技術の探索
受水槽目地部の止水材料、湿潤面塗装
可能材料の開発
超高分散性チタン系ナノ材料の新規用
途開発
三菱重工機械システム（計７件）
薄型・高速・高保持力を両立した直動
アクチュエータの提供
高精度・重荷重対応の直動ガイドレー
ル／ローラー技術の提供
配線簡略化を実現するワイヤハーネス
設計・加工技術の提供

天神祭ご協賛お願い
抽選で奉拝船にご招待

尾形光琳らの名画を楽しむ
２０２７年版チェンバーカレンダー

�特集�大商の１号議員選挙 �

若手社員キャリアデザイン塾 �
ツナガル若手共創プロジェクト �
２０２６年度の優良商工従業員表彰 �

産学共創シンポジウム

世世
界界
のの
課課
題題
解解
決決
にに
貢貢
献献
すす
るる

大大
阪阪
大大
学学
のの
最最
先先
端端
研研
究究

▼詳細は
こちら

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

坂
口
志
文
氏
が
基
調
講
演

１０月１４日は１号議員選挙

会費・負担金納入は
８月１日までに

▼詳細は
こちら

繊維・ファッション×異業種 ビジネスプラン創出へ

万博リボーンチャレンジＮｅｘｔ事業
共創脈々�あほちゃうビジネスグランプリ

イ
ン
ド
向
け
販
路
開
拓
支
援

東
邦
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
商
談
会

▼詳細は
こちら

２０３０年代を見据えた
次世代産業・技術を創る

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

大
阪
ガ
ス
と
三
菱
重
工
機
械
シ
ス
テ
ム

７
月
１５
日

技
術
ニ
ー
ズ
を
発
表

韓
国
の
大
邱
商
工
会
議
所
会
長

鳥
井
会
頭
を
表
敬
訪
問

次世代テックフォーラム

２０２６年（令和８年）６月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９８（１）
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ＨＯ ＳＯＮＧ ＪＰ（台湾）

今
年
で
６
回
目
と
な
る
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
内
外
の

新
規
市
場
の
開
拓
や
事
業
成

長
を
目
指
す
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
大
学
の
研
究
シ

ー
ズ
を
活
用
す
る
企
業
な
ど

を
支
援
し
、
大
阪
・
関
西
に

お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
を
推
進
す
る
も
の
。

エ
ン
ト
リ
ー
は
８
月
７
日

午
後
５
時
ま
で
。
書
類
選
考

通
過
者
に
よ
る
ピ
ッ
チ
イ
ベ

ン
ト
を
１０
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス（
大
阪
市
北
区
）で
開
く
。

主
な
副
賞
は
、
世
界
最
大

級
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
示
会

「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
６
」（
米
・

ラ
ス
ベ
ガ
ス
）へ
の
出
展
権
、

研
究
・
実
験
機
器
付
き
レ
ン

タ
ル
ラ
ボ
の
利
用
権
な
ど
。

エ
ン
ト
リ
ー
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
幅
広
い
副
賞
を
授

与
す
る
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
連
携
に
関
心
の
あ

る「
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
、

エ
ン
ト
リ
ー
者
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
も
実
施
し
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
事
業
拡

大
を
後
押
し
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
ま

ち
な
か
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、

阪
急
阪
神
不
動
産
が
有
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
で
先
端
技
術
を

活
用
し
た
実
証
実
験
の
提
案

を
公
募
し
、
２
件
の
提
案
を

採
択
し
た
。

５
月
８
日
か
ら
、
採
択
案

件
の
１
つ
で
あ
る
ア
ル
ケ
リ

ス
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
に

よ
る
「
立
ち
仕
事
の
疲
労
を

軽
減
す
る
デ
バ
イ
ス
を
用
い

た
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

の
実
証
実
験
」
が
、
大
阪
梅

田
エ
リ
ア
の
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｒ
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」で
開
始
さ
れ
た
。

同
実
証
で
は
、
同
社
が
開

発
す
る
立
ち
仕
事
疲
労
軽
減

デ
バ
イ
ス
を
施
設
内
に
設
置

し
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
、
疲
労
軽
減
効
果

や
空
間
と
の
適
合
性
、
製
品

の
使
用
感
を
検
証
す
る
。

検
証
結
果
を
も
と
に
、
オ

フ
ィ
ス
空
間
向
け
の
製
品
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
に
活
用
し
、
新

た
な
市
場
へ
の
展
開
に
つ
な

げ
る
。

実
証
期
間
は
９
月
１５
日
ま

で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
と
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
創
出
、
国
内
外
へ
の
事
業
展
開
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｕ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ

Ｕ
Ｐ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

２
０
２
６
」
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
募
集
を
開
始
し
た
と

発
表
し
た
。

大
阪
外
国
企
業
誘
致
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
５
年
度
の
外
国
企
業
・
機
関
の
誘
致
実

績
が
３３
件
と
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
２４
年
度
の
３１
件
を
上
回
っ
た
ほ
か
、
相
談
件
数
は
２
０
５
件
に
上
り
、
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
、
日
本
市
場
開
拓
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
海
外
企
業
が
大
阪
へ
の
関
心
を
示
し
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
地
域
を
超
え

た
販
路
開
拓
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
」

を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
２

６
年
度
第
１
弾
と
し
て
、
仙

台
市
、
茨
城
県
／
つ
く
ば
研

究
支
援
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋

商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
各

地
域
か
ら
販
路
拡
大
、
事
業

連
携
を
希
望
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
登
壇
す
る
ピ
ッ
チ

イ
ベ
ン
ト
を
７
月
３
日
に
開

催
す
る
。

各
地
域
か
ら
１２
社
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
登
壇
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
▽
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
▽
素
材
▽

エ
ネ
ル
ギ
ー
▽
食
品
▽
製
造

業
�
�
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
先
端
技
術
や
独
自
サ
ー
ビ

ス
を
有
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
事
業
会
社
と
の
協
業
・

連
携
に
向
け
た
ピ
ッ
チ
を
行

う
。午
後
４
時
〜
５
時
３０
分
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
」

は
東
京
、
名
古
屋
、
札
幌
、

福
岡
、
広
島
な
ど
、
全
国
各

地
と
連
携
し
、
地
域
企
業
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
協
業

・
共
創
を
推
進
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

立
ち
仕
事
疲
労
軽
減
デ
バ
イ

ス
を
用
い
た
実
証
実
験
�
５

月
、
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

で

国
・
地
域
別
の
進
出
動
向

と
し
て
は
、
中
国
（
香
港
含

む
）
が
１１
件
で
最
多
、
次
い

で
韓
国
が
６
件
、
米
国
と
カ

ナ
ダ
が
各
３
件
と
な
っ
た
。

２５
年
度
は
、
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
の
進
出
が
全
体
の
約
６７
％

を
占
め
、
２４
年
度
の
５８
％
か

ら
増
加
。
欧
米
地
域
か
ら
の

進
出
件
数
は
９
件
と
な
り
、

２４
年
度
の
６
件
か
ら
増
加
し

た
。
業
種
別
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
１３
件
、
卸
売
・
小
売

（
輸
入
）
が
１２
件
、
卸
売
・

小
売
（
輸
出
）
が
６
件
と
な

り
、
３
業
種
で
全
体
の
９
割

以
上
を
占
め
た
。

２５
年
度
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
ツ
ア
ー
▽
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

・
観
光
体
験
サ
ー
ビ
ス
運
営

▽
飲
食
店
・
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

運
営
な
ど
、
訪
日
客
を
主
な

対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の

進
出
が
相
次
い
だ
。
そ
の
ほ

か
、
化
学
製
品
▽
繊
維
▽
化

粧
品
▽
包
装
材
▽
金
属
部
品

▽
ス
ポ
ー
ツ
用
品
▽
食
品
▽

韓
国
食
材
な
ど
、
多
様
な
消

費
財
、
生
産
財
の
輸
入
販
売

や
輸
出
を
行
う
企
業
が
多
数

進
出
。
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
▽
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

・
知
的
財
産
ラ
イ
セ
ン
ス
供

与
▽
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
採
用
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
▽
教
育
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、

教
育
分
野
の
知
識
集
約
型
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
の

進
出
も
み
ら
れ
た
。

Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
、大
阪
府
、

大
阪
市
、
大
阪
商
工
会
議
所

が
外
国
企
業
な
ど
の
大
阪
進

出
支
援
の
た
め
に
設
置
し
た

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

・
セ
ン
タ
ー
で
、
登
記
な
ど

の
費
用
支
援
や
進
出
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
専
門
家
の
紹
介
、

各
種
相
談
対
応
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
０１
年
の
設
立
か
ら

２５
年
間
で
の
累
計
実
績
は
７

４
２
件
に
達
す
る
。

【
問
合
せ
】
Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
事

務
局
（
大
商
国
際
部
）
�
６

９
４
４
・
６
２
９
８

シルベントジャパン合同会社
（スウェーデン）
事業内容：エアノズル、エアナイ
フ、エアブローガン、サイレンサ
ーなどの圧縮空気のブローに関す
る製品開発メーカー。シルベント
の製品は、大手メーカーや有名ブ
ランドに採用されており、世界９５
ケ国以上で使用されている。主要
取引先の多い大阪で営業拠点を設
立し拡散および顧客サービス向上
を目指す。

事業内容：精密機械部品メーカ
ー。半導体、航空宇宙、医療、産
業設備などの主要業界のトップ企
業にサービスを提供。台湾とベト
ナムに２つの生産拠点を有し、旋
盤加工、フライス加工、ワイヤー
カット、研磨、クリーンルーム対
応の洗浄・組み立てまで、幅広い
サービスを提供している。日本の
取引先へのサービス強化を目指
し、大阪に拠点を設立。
インド タミルナドゥ州日本事
務所（インド）
事業内容：大阪府との経済・人材
交流、投資支援の強化を目的に大
阪に日本事務所を設立。大阪府と
インド・タミルナドゥ州相互の企
業進出・投資支援、企業マッチン
グ、人材交流を促進。

大
阪
商
工
会
議
所
は
５
月

１９
日
、
健
康
経
営
「
優
良
法

人
認
定
」
＆
「
生
産
性
向
上
」

戦
略
シ
リ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
の

第
１
回
を
大
商
で
開
き
、
企

業
関
係
者
ら
５０
人
が
参
加
し

た
。第

１
回
は
東
京
海
上
グ
ル

ー
プ
の
専
門
家
を
招
き
、
健

康
経
営
を
単
な
る
福
利
厚
生

で
は
な
く
、
人
手
不
足
や
生

産
性
向
上
と
い
っ
た
経
営
課

題
を
解
決
す
る
「
戦
略
的
投

資
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
意

義
を
深
く
学
ん
だ
。
講
師
や

参
加
者
同
士
の
交
流
会
・
名

刺
交
換
会
も
実
施
し
た
。

第
２
回
は
「
予
防
医
療
」

を
テ
ー
マ
に
、
医
学
研
究
所

北
野
病
院
の
塚
本
達
雄
セ
ン

タ
ー
長
が
早
期
発
見
・
対
策

の
重
要
性
な
ど
、
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
術
を
解
説
す
る
。

ま
た
、
日
々
健
康
経
営
の
相

談
を
個
別
で
受
け
て
い
る
昼

間
経
営
労
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
昼
間
康
裕
代
表
が
、
健

康
経
営
の
核
と
な
る
「
未
然

防
止
」
に
役
立
つ
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

定
を
紹
介
。
職
場
内
で
の
小

さ
な
異
変
を
逃
さ
な
い
「
早

期
発
見
」
の
コ
ツ
も
伝
授
。

健
康
経
営
の
定
着
と
さ
ら
な

る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指

す
機
会
と
な
る
。
７
月
７
日

午
後
２
〜
４
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

受講者は健康経営の専門家の話に熱心に耳を
傾けた＝５月１９日、大商

大
阪
商
工
会
議
所
が
実
施
す
る
活
躍
す

る
女
性
リ
ー
ダ
ー
表
彰
事
業
の
受
賞
者
を

紹
介
す
る
。

◇

創
立
者
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
複
数
企

業
で
経
理
や
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
に
お
い

て
の
実
務
経
験
を
積
む
。
４
代
目
社
長
の

突
然
の
死
去
に
よ
り
、
不
測
の
事
態
の
中

で
急
き
ょ
、
専
業
主
婦
か
ら
社
長
に
就
任

し
た
。

自
ら
が
経
験
し
た
子
育
て
、
親
の
看
取

り
か
ら
生
ま
れ
た
視
点
を
活
用
し
、
長
年

の
古
い
慣
例
か
ら
の
脱
却
を
図
り
つ
つ
、

社
内
技
術
の
伝
承
と
、
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
注
力
し
て
き
た
。
場
当
た
り
的

だ
っ
た
人
材
育
成
を
制
度
化
し
、
新
入
社

員
へ
の
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
勉
強
会
は
全
社
員
受
講

必
須
で
定
期
開
催
し
、
組
織
の
共
通
認
識

を
図
っ
た
。多
様
な
働
き
方
に
合
わ
せ
て
、

時
短
就
業
な
ど
の
社
員
の
事
情
に
寄
り
添

っ
た
社
内
制
度
の
整
備
も
進
め
た
。

主
力
製
品
の
周
知
と
し
て
２
０
２
２
年

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実

施
。
２４
年
に
は
大
手
メ
ー
カ
ー
定
年
退
職

者
２
人
を
経
営
陣
に
迎
え
、
会
社
基
盤
を

よ
り
強
固
な
も
の
と
し
た
。
２５
年
８
月
に

は
、
前
年
比
４０
％
増
の
５
億
円
の
売
り
上

げ
を
達
成
。先
代
か
ら
の
慣
例
で
あ
る「
利

益
は
還
元
す
べ
き
」
の
考
え
の
も
と
、
社

内
に
決
算
賞
与
を
支
給
し
た
。

２５
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。
人

は
「
財‐

た
か
ら
」
の
意
識
の
下
、
さ
ら

な
る
社
内
改
善
を
進
め
て
い
る
。「
清
和
工

業
１
０
０
周
年
と
い
う
夢
に
向
け
て
尽
力

し
、
そ
の
夢
が
次
世
代
へ
と
伝
承
さ
れ
る

た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
い
」
と
語
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

９
日
、「
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強

会
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
〜

米
国
市
場
の
基
礎
と
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
を
学
ぶ
〜
」を
開
く
。

米
国
市
場
を
取
り
巻
く
規

制
・
訴
訟
・
税
制
・
デ
ジ
タ

ル
分
野
の
環
境
変
化
を
踏
ま

え
、
米
国
建
国
２
５
０
周
年

を
機
に
、「
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
上
で
知
っ
て
お
く
べ
き

ル
ー
ル
・
規
制
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
全
４
回
の
勉
強
会
を

企
画
し
て
お
り
、
今
回
は
そ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
開

催
。大

商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ー
セ
ン
在

大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
、

在
日
米
国
商
工
会
議
所
関
西

支
部
の
川
上
次
郎
副
会
頭
、

大
阪
弁
護
士
会
の
中
井
洋
恵

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
う
。

経
済
産
業
省
通
商
政
策
局
の

藤
井
亮
輔
米
州
課
長
が
「
日

米
関
税
交
渉
と
日
米
経
済
関

係
」
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

午
後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
５
月

２７
日
、
関
西
駐
在
韓
国
企
業

連
合
会
と
共
催
で
、「
２
０
２

６
日
韓
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

を
駐
大
阪
大
韓
民
国
総
領
事

館
で
開
催
し
た
（
写
真
）。

交
流
会
に
は
、
大
商
会
員

企
業
や
関
西
の
在
日
韓
国
企

業
か
ら
、
約
４０
人
が
参
加
し

た
。
関
西
駐
在
韓
国
企
業
連

合
会
の
洪
容
植
会
長
、
大
商

の
石
井
信
行
国
際
部
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
加
者

は
業
種
の
垣
根
を
超
え
、
日

韓
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
に
向
け
て
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。

大
商
は
、
今
後
も
こ
う
し

た
交
流
会
を
実
施
し
て
い

く
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
５
月

２９
日
、
大
韓
貿
易
投
資
振
興

公
社
（
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
と
共

催
で
「
２
０
２
６

日
韓

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
モ
ノ
づ
く
り

コ
ネ
ク
ト
」を
開
い
た（
写

真
）。機械

部
品
・
素
材
・
設
備

・
装
置
な
ど
の
モ
ノ
づ
く
り

分
野
の
韓
国
企
業
３１
社
が
出

展
。
会
場
で
は
日
本
企
業
と

の
商
談
が
絶
え
間
な
く
行
わ

れ
る
な
ど
、
両
国
企
業
間
の

活
発
な
交
流
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
大
阪
外
国
企
業
誘
致

セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、

事
務
局
�
大
商
）
が
相
談
対

応
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
参
加

し
た
韓
国
企
業
の
大
阪
進
出

を
後
押
し
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援

１０
月
に
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト

＜７９＞

女性リーダーたち活躍する

ま
ち
な
か
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
実
証
実
験

立
ち
仕
事
の
疲
労
軽
減
へ

健康経営セミナーの第１回に５０人
７月７日は�予防医療�がテーマ

米
国
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会

７
月
９
日
に
キ
ッ
ク
オ
フ

日
韓
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

約
４０
人
が
参
加

万博機に海外から大阪に関心
２０２５年度 外国企業３３件誘致

韓
国
か
ら
３１
社

日
本
企
業
と
商
談

も
の
づ
く
り
分
野
で

Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ

坂本 芳美 さん

清和工業 社長

働
き
や
す
い
環
境
構
築

地
域
を
超
え
た
販
路
開
拓
支
援

７
月
３
日
、１２
社
が
ピ
ッ
チ

（２）２０２６年（令和８年）６月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９８



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

締切を決め、先延ばしを防ぐための必須スキル締切を決め、先延ばしを防ぐための必須スキル‼締切を決め、先延ばしを防ぐための必須スキル‼締切を決め、先延ばしを防ぐための必須スキル‼
若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座
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部下を育てるためのコミュニケーション講座部下を育てるためのコミュニケーション講座部下を育てるためのコミュニケーション講座部下を育てるためのコミュニケーション講座
部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、 成 長 を 支 援 す る部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、 成 長 を 支 援 す る部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、 成 長 を 支 援 す る部 下 と 信 頼 関 係 を 築 き 、 成 長 を 支 援 す る
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主任・係長育成講座＜１＞自己成長編主任・係長育成講座＜１＞自己成長編主任・係長育成講座＜１＞自己成長編主任・係長育成講座＜１＞自己成長編
自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め る自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め る自 ら 主 体 性 を 発 揮 し 、 チ ー ム へ の 貢 献 力 を 高 め る
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Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！
I l l u s t r a t o rI l l u s t r a t o r 基 本 講 座基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座
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伝わるプレゼン１日集中講座【基礎編】伝わるプレゼン１日集中講座【基礎編】伝わるプレゼン１日集中講座【基礎編】伝わるプレゼン１日集中講座【基礎編】
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 基 礎 か ら 学 ぶ
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双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！
（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～

「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方
実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方！実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方！実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方！

プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座
部下のモチベーションを上げ、チームの成績を向上させる！

大
阪
商
工
会
議
所
南
支
部

（
支
部
長
�
秋
田
拓
士
・
近

鉄
百
貨
店
会
長
）
は
、「
い
ま

か
ら
で
も
遅
く
な
い
！
デ
ジ

タ
ル
関
連
の
実
務
家
か
ら
学

ぶ
、
中
小
企
業
の
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
く
。

「
い
ま
か
ら
で
も
遅
く
な

い
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ジ

タ
ル
関
連
の
現
場
で
実
践
を

重
ね
て
き
た
実
務
家
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら

「
い
ま
か
ら
で
も
知
っ
て
お

き
た
い
最
初
の
一
歩
」
を
話

す
。
中
小
企
業
経
営
者
の
実

務
と
経
営
に
役
立
て
ら
れ

る
。
セ
ミ
ナ
ー
４
回
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
１
回
の
全
５

回
。セ

ミ
ナ
ー
は
６
月
１９
、

２６
、
２９
日
、
７
月
１０
日
、
各

回
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
７
月
９

日
午
後
２
〜
４
時
。
い
ず
れ

も
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
南
支
部
�
６
７

７
１
・
２
２
１
１

大阪商工会議所は、「伝わるプ
レゼン１日集中講座【基礎編】」
を開催する。
同講座はプレゼンが苦手な方

や、実施回数が少ない方のため
の基礎から学べる１日集中講
座。
目的確認から内容構成、スラ

イドデザイン、そして話し方の
テクニックまで、少人数制で講
義と演習を繰り返しながら身に

つける。
講師は、日本

プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。９月４日午
前１０時３０分～午

後５時３０分。ワンスト
ップビジネスセンター
大阪本町（大阪市西区）
で。

大阪商工会議所は、「若手・中
堅社員のための仕事の段取りと
時間管理術講座」を開催する。
生産性向上・残業削減は待っ

たなし
時間管理専門コンサル
タントが「目標の設定方法」と
その達成のための「仕事の分解」
「必要時間の見積り」「自己計画
の立て方」「計画の日常業務への
落とし込み」について、演習を

交えながら解説
する。
講師は、ビズ

アーク時間管理
術研究所の水口
和彦社長。８月
２５日午

前１０時～午後５時。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
館
長
�
宮
本
又
郎
・
大

阪
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
大

阪
に
転
勤
し
て
き
た
方
や
、

企
業
家
に
関
心
が
あ
る
方
を

対
象
に
館
内
見
学
会
を
開
催

す
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
と
企
業
家
」。今
年

は
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬

季
五
輪
、
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
が
続
き
、
来
年
は
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
２
０
２
７
関
西
が
開
催
さ

れ
る
。

そ
こ
で
、
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
企
業
家

の
う
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
し
た
企
業
家
・
企
業
に

つ
い
て
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が

ら
楽
し
く
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
大
阪
が
育
ん
で
き
た
企

業
家
精
神
へ
の
理
解
を
深
め

る
。７

月
１７
、
２２
日
、
８
月
４

日
の
全
３
回
、
大
阪
企
業
家

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
（
各
回
同

一
内
容
）。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

西原猛氏
水口和彦氏

大阪商工会議所は、「（中堅社
員向け）報連相レベルアップ講
座」を開催する。
組織で働く上で仕事をより効

率的にする潤滑油ともいえる
「報告・連絡・相談」。その重要
性や目的について振り返り、中
堅社員としてレベルアップを図
り、今以上に評価されるビジネ

スパーソンにな
るための講座。
講師は、マー

ブルイノベーシ
ョンの松尾久美
子代表
取 締

役。９月７日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「部下を育
てるためのコミュニケーション
講座」を開催する。
慢性的な人材不足、求められ

る働き方改革。今ほど、目の前
の人材を活かし、その成長をサ
ポートしていくことが求められ
るときはない。
同講座では、部下育成の心構

えを学ぶとともに、部下の自身

や自己効力感を
育み、部下がよ
りいっそう力を
発揮するための
関わり方を学
ぶ。
講師

は、ヒュマナップの福
島清誠代表。８月２７日
午前１０時～午後５時。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
と
題

し
て
、
注
目
度
の
高
い
様
々

な
テ
ー
マ
に
関
す
る
講
演
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す

る
。近

年
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は

大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企

業
に
も
広
が
り
、「
小
さ
い
企

業
は
大
丈
夫
」
と
い
う
認
識

が
最
大
の
リ
ス
ク
と
な
っ
て

い
る
。

同
講
演
で
は
、
企
業
価
値

の
源
泉
で
あ
る
営
業
秘
密
や

顧
客
情
報
の
管
理
と
い
う
視

点
か
ら
、
中
小
企
業
が
狙
わ

れ
る
背
景
や
代
表
的
な
攻
撃

事
例
を
整
理
す
る
。さ
ら
に
、

最
近
実
際
に
中
小
企
業
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
被
害

相
談
の
内
容
と
そ
の
対
策
を

紹
介
し
、
専
門
知
識
が
な
く

て
も
実
践
で
き
る
「
最
低
限

や
る
べ
き
対
策
」
を
具
体
的

に
解
説
す
る
。
講
師
は
ビ
ッ

ト
フ
ロ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
原
一
矢
代
表
取
締
役
。

配
信
期
間
は
７
月
１
〜
１５

日
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

▼詳細は
こちら

松尾久美子氏福島清誠氏
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
の

会
員
企
業
の
社
員
・
家
族
な

ど
を
対
象
に
、
自
社
の
創
立

・
創
業
記
念
日
の
週
に
同
施

設
を
見
学
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。

明
治
以
降
、
大
阪
を
舞
台

に
活
躍
し
た
１
０
８
人
の
企

業
家
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
触
れ
、

知
恵
と
勇
気
を
得
ら
れ
る
施

設
。
利
用
者
か
ら
は
「
期
間

中
は
無
料
で
見
学
で
き
る
」

と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
。夏

休
み
な
ど
の
学
び
の
場

と
し
て
、
ま
た
福
利
厚
生
活

動
の
一
環
と
し
て
利
用
で
き

る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

▼詳細は
こちら

大阪商工会議所は、「『与信管
理』の仕組みと『不正会計』の
見抜き方」を開催する。
与信管理を進めるにあたって

必須となる「取引内容・取引条
件の点検」「信用情報の収集の仕
方・分析」などの実務ポイント
を押さえる。実際の不正事例や
その手口を基に、「チェックリス
ト」を活用した危ない企業の見

抜き方・予防の
仕方について学
ぶ。
講師は、山添

公認会計士事務
所の山添清昭公
認会計

士。９月８日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「主任・係
長育成講座�１�自己成長編」
を開催する。
同講座では、チーム運営なら

びに実務の要となる主任・係長
（入社８～１３年目社員）を対象
に、リーダーとして、今後のキ
ャリアプランを考えるととも
に、自身に対しての周りの期待
を考え、求められる役割、責任、
立ち居振る舞い、必要な能力に

ついて理解して
もらう。また組
織を一体化し、
組織の実行力を
高める仕事の進
め方を伝授す
る。

講師は、ＣＤＭの伊
東廣賀代表。９月２日
午前１０時～午後５時。

近
年
、
外
国
語
を
習
得
す

れ
ば
異
文
化
の
人
々
と
も
円

滑
に
意
思
疎
通
で
き
る
と
考

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
異
文
化

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

で
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
国
や
人
種
に
と

ど
ま
ら
な
い「
文
化
の
違
い
」

の
本
質
や
、
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
考
え

方
、「
文
化
の
違
い
」
を
強
み

に
変
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
の
視
点
か
ら
解
説
。

講
師
は
関
西
大
学
外
国
語
学

部
の
守
�
誠
一
教
授
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
配
信
期
間
は
７

月
２２
日
〜
８
月
５
日
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

山添清昭氏
伊東廣賀氏

大阪商工会議所は「プレイン
グマネージャーとしての課長の
役割と仕事講座」を開催する。
課長はプレイヤーとして自ら

業績を上げつつ、マネージャー
として部下のモチベーションを
引き上げ、チーム全体の成績を
向上させることが求められる。
同講座では、業績を上げるた

めの役割と時間管理力、部下育
成のためのメンタリングやＯＪ

Ｔ実践力、社員
の士気を高める
ための実践手法
を、講義と演習
を通じて指南す
る。
講師はビジネ

スディベロップサポー
トの大軽俊史代表。９
月９日午前１０時～午後
５時。

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Illustrator基本講
座」を開催する。
「Illustrator」は、１歩進んだ
クオリティの高い制作物を作る
ことができる。
同講座は、パンフレットをサ

ンプルにして、台紙作成、オブ
ジェクト作成、文字作成などを

行いながら、Illustratorの「ルー
ル」と基本的な操作を身につけ
る（ＰＣ・ソフトは会場で用
意）。
講師はＴｏｏ専属講師。９月

３日午前１０時～午後５
時、江戸堀ヤタニビル
（大阪市西区）で。

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

大軽俊史氏

大
阪
商
工
会
議
所
南
支
部

（
支
部
長
�
秋
田
拓
士
・
近

鉄
百
貨
店
会
長
）
と
異
業
種

交
流
会
Ｓ
ネ
ッ
ト
は
７
月
２

日
、
経
済
講
演
会
「
中
東
情

勢
緊
迫
化
に
よ
る
日
本
経
済

の
影
響
」
を
開
催
す
る
。

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
を
受

け
、
原
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
不

安
が
高
ま
る
中
、
電
気
・
ガ

ス
・
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
物
流

費
、
生
活
必
需
品
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
、
医
療
用
資
材

や
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

品
薄
懸
念
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
需
要

抑
制
な
ど
、
注
目
論
点
は
多

い
。
企
業
経
営
へ
の
影
響
を

多
角
的
に
解
説
す
る
。
講
師

は
、
日
本
総
合
研
究
所
の
石

川
智
久
調
査
部
長
。

午
後
４
時
〜
５
時
３０
分
、

住
吉
大
社
吉
祥
殿
明
石
の
間

（
大
阪
市
住
吉
区
）。
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
も
あ
る
。

【
問
合
せ
】
南
支
部
�
６
７

７
１
・
２
２
１
１

�（管理職向け）ハラスメント
対策研修
～風通しのよい職場づくりを
実現するために
大阪商工会議所は、「（管理職向

け）ハラスメント対策研修」を開
催する。
昨今、「指導」と「ハラスメント」

の区別がつけられず、「ハラスメン
ト」という言葉に振り回されてい
る場面が散見される。同講座では

「ハラスメント」
に対する正しい理
解・認識を持ち、
良好な人間関係を
築くためのコミュ
ニケーションスキ
ルとマインドを習
得する。
日 時 ７月８日１３：００～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの麻野
由佳人財育成プ
ロデューサー

�人を育てるための実践心理学
入門講座
～自ら考え、自ら動く、自立
した社員を育てる
大阪商工会議所は、「人を育てる

ための実践心理学入門講座」を開
催する。
人を育てるためには、心の仕組

みである「７つのプロセス」と「５
つの行動」の両輪を理解すること
が鍵となる。

同講座では、コ
ミュニケーション
心理学に基づき、
２万人以上に、人
が自ら動く心の仕
組みを伝授してき
た講師が、人が育
つための鍵を指南する。
日 時 ７月１４日１３：００～

１７：００
講 師 心財育成の安達

美由紀代表取締
役

石川智久氏
安達美由紀氏麻野由佳氏

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
！

デ
ジ
タ
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
東
情
勢
の
影
響

専
門
家
が
解
説

７
月
２
日

チ
ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
企
業
家

異
文
化
間
交
流
に

必
要
な
も
の

ク
イ
ズ
交
え
な
が
ら
楽
し
く
紹
介

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

事
例
や
対
策
学
ぶ

チ
ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

７～９月開催の講座・研修

創
立
記
念
日
に
企
業
家
精
神
学
ぶ

２０２６年（令和８年）６月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９８（３）
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会員情報会員情報会員情報会員情報
自社紹介コーナー 初めまして！

新入会員 で
す

ここ
れれ
かか
らら
のの

企企
業業
経経
営営
とと
法法
務務
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大商検定
6944・6430検定担当

日商ネット試験
検定情報ダイヤル ☎050・5541・8600

東商ネット検定
050・5830・3365東商検定センター

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
司
令
塔
で
あ
る
独
立

行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は

今
年
１
月
２９
日
に
恒
例
の
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
１０
大
脅
威
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
第
３
位
に

「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
利
用
を
め
ぐ
る
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
」
が
選
出
さ
れ
た
。
Ａ
Ｉ
関
係
の

脅
威
と
し
て
は
初
選
出
。
こ
こ
で
は
「
利
用
」

の
主
語
は
主
に
ユ
ー
ザ
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
１０
大
脅
威
」
の
解
説
書

で
も
「
Ａ
Ｉ
の
業
務
利
用
に
よ
る
情
報
漏
洩
・

他
者
の
権
利
侵
害
」
や
「
実
在
し
な
い
情
報
の

利
用
者
へ
の
提
示（
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」へ

の
注
意
喚
起
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
３

つ
目
の
例
示
に
「
Ａ
Ｉ
に
助
力
を
得
た
サ
イ
バ

ー
脅
威
の
増
長
」
が
続
く
。
こ
の
場
合
の
主
語

は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
者
。
こ
の
３
つ
目
こ
そ
「
今

そ
こ
に
あ
る
危
機
」
だ
。
し
か
も
「
助
力
」
や

「
利
用
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
！

４
月
７
日
に
世
界
は
一
変
し
た
。
悪
い
方
向

に
。
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
が
マ
ウ
ス
イ
ヤ
ー
に
変
容

し
た
。
こ
の
日
、
米
国
の
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
社

は
新
型
Ａ
Ｉ
「
Ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ

Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ

ｓ（
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ュ
ト
ス
）」を
公
表
し
た
。

こ
れ
は
単
に
世
界
最
高
峰
の
高
度
な
Ａ
Ｉ
で
あ

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
律
的
に
シ
ス
テ
ム
の
脆

弱
性
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
攻
撃
す
る
能
力
が
、

既
存
の
Ａ
Ｉ
や
各
種
攻
撃
ツ
ー
ル
と
比
較
し
て

各
段
に
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

同
社
は
一
般
公
開
を
行
わ
ず
、
原
則
、
封
印
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
む
ろ
ん
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
開
発

し
た
結
果
「
そ
う
い
う
こ
と
も
出
来
て
し
ま
う

悪
魔
的
な
性
能
も
具
備
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
ミ
ュ
ト
ス
は
ど
ん
な
存
在
な
の
か
？

同
社
の
発
表
し
た
実
例
で
い
く
つ
か
紹
介
す

る
。
�
２７
年
間
、
世
界
中
の
専
門
家
や
専
門
機

関
が
気
付
か
な
か
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
を

わ
ず
か
数
時
間
で
発
見
し
た
�
１６
年
間
に
わ
た

る
数
百
万
回
の
自
動
テ
ス
ト
で
も
検
出
で
き
な

か
っ
た
深
刻
な
バ
グ
（
不
具
合
）
を
自
律
的
に

発
見
し
た
�
Ｏ
Ｓ
や
ブ
ラ
ウ
ザ
な
ど
に
お
け
る

数
千
件
の
未
発
見
の
脆
弱
性
を
発
見
し
た

�
�
。

こ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
「
危
な
い
」
の
か
？

東
京
大
学
の
松
尾
豊
教
授
は
テ
レ
ビ
取
材
に
対

し「
核
兵
器
並
み
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
技
術
」

と
述
べ
、
片
山
さ
つ
き
財
務
相
は
「
今
、
そ
こ

に
あ
る
危
機
」
と
指
摘
し
「
脆
弱
性
の
情
報
把

握
と
パ
ッ
チ
の
適
用
ま
で
の
迅
速
化
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
発
生
時
の
備
え
が（
金
融
業
界
以
外
も
）

こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
」
と
言
及
。
木
原
稔
官

房
長
官
は
４
月
２８
日
、「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
ス
ピ

ー
ド
と
規
模
が
劇
的
に
増
加
す
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

主
な
懸
念
点
は
以
下
の
と
お
り
。
�
価
値
観

を
共
有
し
な
い
国
や
企
業
が
同
レ
ベ
ル
の
Ａ
Ｉ

を
開
発
す
る
の
は
時
間
の
問
題
（
先
端
を
行
く

米
国
と
の
差
は
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
！
）
�
専
門

知
識
を
持
た
な
い
人
物
で
も
Ａ
Ｉ
を
通
じ
て
攻

撃
が
可
能
（
自
然
言
語
で
指
示
を
出
せ
る
！
サ

イ
バ
ー
攻
撃
の「
民
主
化
」）�
こ
れ
ま
で
散
発

的
・
局
所
的
に
発
生
し
て
い
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃

・
被
害
が
同
時
多
発
的
・
面
的
な
も
の
に
発

展
。
被
害
も
甚
大
化
。
要
す
る
に
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
と
そ
の
被
害
は
「
新
時
代
」「
異
次
元
」
に

入
っ
た
の
だ
。

対
策
と
し
て
は
、
ミ
ュ
ト
ス
そ
れ
自
体
か
同

レ
ベ
ル
の
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
守
る
し
か
な
い
。
国

を
挙
げ
て
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
社
か
ら
ミ
ュ
ト
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
獲
得
（
３
大
メ
ガ
バ
ン
ク

以
外
も
）
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
防
御
す
る
こ

と
が
必
須
と
な
る
。
中
小
企
業
と
し
て
は
「
攻

撃
者
を
侵
入
さ
せ
な
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

は
な
く
、「
侵
入
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
対

策
」「
被
害
に
遭
っ
て
も
事
業
継
続
で
き
る
よ
う

な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
」
が
肝
要
。
具
体
的
に
は
�
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
�
多
要
素
認
証

�
多
層
防
御
と
ふ
る
ま
い
検
知
�
オ
フ
ラ
イ
ン

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
�
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
防
御
�
自
然
災
害
と
の
同
等
視
	
上
記
を
従

来
と
異
次
元
の
優
先
度
で
実
行
す
る
こ
と
�
�

で
あ
る
。

（
大
阪
商
工
会
議
所

経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

次
長

野
田

幹
稀
）

当
社
で
は
、
業
務
効
率

化
の
た
め
、
メ
ー
ル
が
届

い
た
際
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
生

成
Ａ
Ｉ
で
そ
れ
を
要
約
さ
せ
た
も
の

を
表
示
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
予

定
で
す
。
試
し
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
聞
い
て
み
た
ら
「
そ
の
ま
ま
顧
客

情
報
や
案
件
事
情
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
入

れ
て
い
る
な
ら
、
注
意
が
必
要
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
注
意
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。◇

１

個
人
情
報
・
個
人

デ
ー
タ
の
定
義

個
人
情
報
と
は
、
生
存
す
る
個
人

に
関
す
る
情
報
で
氏
名
等
か
ら
特
定

の
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
等
を
い

い
ま
す（
個
人
情
報
保
護
法（
以
下
、

単
に
「
法
」
と
言
い
ま
す
）
２
条
１

項
）。
ま
た
、
会
社
が
個
人
情
報
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
容
易
に
検
索
で

き
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
場
合
、

個
々
の
デ
ー
タ
は
「
個
人
デ
ー
タ
」

に
当
た
り
ま
す
（
法
１６
条
１
項
、
３

項
）。会
社
の
管
理
す
る
個
人
情
報
は

多
く
の
場
合
「
個
人
デ
ー
タ
」
に
該

当
す
る
と
解
さ
れ
ま
す
。

２

生
成
Ａ
Ｉ
に
入
力
す
る
際
の
問

題

（
１
）
利
用
目
的
（
法
１７
条
）

会
社
が
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
際

に
は
、
利
用
目
的
を
で
き
る
限
り
特

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
法
１７
条
１

項
）、そ
の
目
的
達
成
に
必
要
な
範
囲

を
超
え
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
（
法
１８
条
１
項
）。

顧
客
メ
ー
ル
の
要
約
は
、
顧
客
対

応
プ
ロ
セ
ス
の
一
環
と
い
え
、
基
本

的
に
は
利
用
目
的
違
反
の
問
題
は
生

じ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
要
約
を

超
え
て
、
過
去
の
メ
ー
ル
を
Ａ
Ｉ
に

読
み
込
ま
せ
て
顧
客
へ
の
広
告
を
作

成
さ
せ
た
場
合
等
に
は
、
利
用
目
的

違
反
の
可
能
性
が
高
い
と
解
さ
れ
ま

す
（
法
１７
条
２
項
、
１８
条
１
項
、
２１

条
３
項
）。

（
２
）
第
三
者
提
供
の
問
題

個
人
デ
ー
タ
を
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
等
の
外
国
の
）
外
部
生
成
Ａ
Ｉ
サ

ー
ビ
ス
に
入
力
す
る
場
合
、
第
三
者

提
供
（
法
２７
条
）
や
外
国
に
あ
る
第

三
者
へ
の
提
供
（
法
２８
条
）
の
問
題

が
生
じ
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
提
供
過
程
を

「
委
託
」（
法
２７
条
５
項
１
号
）
と
整

理
し
、
か
つ
、
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

業
者
と
の
間
で
法
規
則
１６
条
の
要
件

（
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
相
当
措

置
要
件
）
を
満
た
す
Ｄ
Ｐ
Ａ
（
デ
ー

タ
処
理
）契
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
、

法
２７
条
・
２８
条
違
反
の
問
題
は
生
じ

な
い
と
整
理
す
る
考
え
方
が
主
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。

前
記
の
整
理
が
可
能
か
ど
う
か

は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

が
、
入
力
デ
ー
タ
を
学
習
等
に
用
い

な
い
こ
と（
学
習
の
オ
フ
設
定
）、
個

人
情
報
の
安
全
管
理
措
置
が
規
約
や

契
約
で
明
確
に
さ
れ
、
相
当
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
を

利
用
で
き
る
プ
ラ
ン
に
す
る
こ
と
）

が
重
要
で
す
（
例
え
ば
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
は

そ
の
規
約
内
容
等
か
ら
、
本
記
事
執

筆
時
点
で
法
規
則
１６
条
の
要
件
を
満

た
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）。

（
３
）
ま
と
め

以
上
の
と
お
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
際
し
て
は
�
入
力
す

る
プ
ロ
ン
プ
ト
が
個
人
情
報
・
個
人

デ
ー
タ
に
当
た
る
か
、
�
利
用
目
的

の
範
囲
内
か
、
�
（
外
国
に
あ
る
）

第
三
者
提
供
に
な
ら
な
い
か
と
い
う

順
序
で
検
討
を
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
前
記
の
法
的
な
整
理
も
流

動
的
な
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
重

要
な
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
匿
名
化

・
仮
名
化
等
を
施
し
て
か
ら
入
力
す

る
等
、
社
内
ル
ー
ル
を
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
上
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
の

が
安
全
で
し
ょ
う
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

松
井

勇
樹
）

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
最
先
端
の
注
意
喚
起
情
報

に
つ
い
て
、
全
６
回
で
紹
介
す
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
重
要
性
を
増
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
法
違
反
に
な
ら
な
い
よ
う
、
生
成

Ａ
Ｉ
に
個
人
情
報
を
入
力
す
る
前
に
大
阪
弁
護
士
会
の
中
小
企
業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
ポ
イ
ン
ト
� 『

婦
人
倶
楽
部
』（
１
９
３
６
年
）

掲
載
の
一
節
。
昭
和
７
年
（
１
９

３
２
）、
四
天
王
寺
正
大
工
職
を

代
々
勤
め
て
き
た
夫
・
３７
世
金
剛

治
一
が
急
逝
し
、
千
三
百
余
年
続

い
た
工
匠
家
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

た
。
四
天
王
寺
や
門
弟
な
ど
金
剛

家
の
暖
簾
を
惜
し
む
周
囲
の
後
押

し
も
あ
り
、
三
か
月
の
熟
考
の
末

に
家
督
を
継
ぐ
決
意
を
固
め
た
。

同
年
、
合
資
会
社
金
剛
建
築
部
に

改
組
。
昭
和
１０
年
以
降
は
四
天
王

寺
五
重
塔
や
官
国
幣
社
な
ど
の
普

請
を
手
掛
け
、
歴
代
初
の
女
性
当

主
「
な
に
わ
の
女
棟
梁
」
と
し
て

老
舗
の
再
建
を
果
た
し
た
。

私
が
２
０
１
８
年
、
Ｍ
＆

Ａ
支
援
を
担
う
国
の
相
談
窓

口
で
あ
る
大
阪
府
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
従
事
し

た
当
時
、
中
小
企
業
Ｍ
＆
Ａ

の
現
場
は
「
手
つ
か
ず
（
未

開
拓
）」「
手
探
り
（
支
援
手

法
は
未
確
立
）」「
手
作
り

（
試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
）」

の
世
界
だ
っ
た
。
明
確
な
ル

ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
十

分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

経
営
・
法
律
・
財
務
・
税
務

・
金
融
と
い
っ
た
知
識
を
総

動
員
し
な
が
ら
、
担
当
者
が

泥
臭
く
現
場
対
応
を
重
ね
て

い
た
の
が
実
態
で
あ
る
。
後

継
者
不
在
に
悩
む
企
業
は
数

多
く
存
在
し
た
が
、
ニ
ー
ズ

の
掘
り
起
こ
し
は
十
分
と
は

言
え
ず
、
Ｍ
＆
Ａ
専
門
会
社

の
営
業
力
に
依
存
す
る
側
面

も
大
き
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
８
年
。
目
を
見

張
る
ほ
ど
市
場
は
大
き
く
拡

大
し
、
大
阪
の
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
昨
年
度
の
新
規

相
談
件
数
は
１
２
０
０
件
を

超
え
た
。
い
ま
や
「
会
社
を

売
り
た
い
」「
買
い
た
い
」と

い
う
相
談
は
日
常
的
に
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
参
入
障
壁
の
低

さ
も
相
ま
っ
て
、
経
験
や
力

量
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
増
え
て
い
る
の
も

事
実
だ
。「
こ
の
仲
介
に
自
社

の
将
来
を
託
し
て
よ
い
の

か
」
と
悩
む
経
営
者
か
ら
の

相
談
も
少
な
く
な
い
が
、
仲

介
者
を
見
極
め
る
目
利
き
力

に
も
限
界
が
あ
る
の
が
現
実

で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

中
小
企
業
庁
が
運
営
主
体
と

な
る
資
格
制
度
の
創
設
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
格

制
度
に
は
、
中
小
Ｍ
＆
Ａ
支

援
を
行
う
個
人
の
知
識
・
ス

キ
ル
、
倫
理
観
を
向
上
さ
せ

る
狙
い
が
あ
る
。
こ
の
資
格

制
度
は
、
目
の
前
の
一
件
一

件
が
単
な
る
案
件
で
は
な

く
、「
誰
か
の
人
生
そ
の
も

の
」で
あ
る
と
い
う
原
点
を
、

私
た
ち
に
改
め
て
問
い
直
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。も

ち
ろ
ん
、
制
度
だ
け
で

現
場
の
す
べ
て
が
変
わ
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

支
援
の
質
と
倫
理
観
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
契
機
と
し

て
、
現
場
と
し
て
は
大
き
な

意
味
を
持
つ
。
健
全
な
Ｍ
＆

Ａ
支
援
に
向
け
た
、
そ
の
動

き
に
、
静
か
な
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

存
続
危
機
の
千
年
企
業
を
立
て
直
し

た
、「
な
に
わ
の
女
棟
梁
」
の
革
新
と

大
工
技
術
の
継
承

掲載内容の照会は、各社・団体へお願いします。
また、取引は当事者間の責任で行ってください。

�データコピー・消去装置の販売

�U-Reach Data Solutions
�０６・６６１４・９７２６

当社は、各種HDD/SSD、フラッシュメ
モリに対応したコピー・
消去装置（デュプリケー
ター）の販売
・サポートを
専門としてい
ます。

�一人でも安く・楽しめる隠れ家BAR

BAR DOPEHOUSE�
�０８０・８５０１・８５８７

平野区瓜破東／サーフカルチャーの空
気が漂う落ち着いたショットバー。１０席
程の空間にはひとり飲みで
も気兼ねなく過ごせる心地
良さがあり夜が深まるほど
にゆっくり満たせれていく
時間が楽しめます。

�生産性を高める空間設計

�アップ
�０６・６５３８・９０９１

オフィス改装・店舗リフォームを手が
ける株式会社アッ
プ。動線や環境を見
直し、無駄を減らし、
生産性向上に繋げる
空間づくりを行って
います。

�Ｗｅｂ広告に強い広告代理店

�シーエムスタッフ
�０６・７６６８・８６１５

Web広告、SNS運用、動画制作、LP
制作、テレビCMなどマーケティングを
トータルで支援し
ています。お役立
ち資料は
QRコー
ドから。

�肌は「精密な電気生命体」です

バイオエッセンシャルズ研究所
�０７２・７５７・４１７１

皮膚は単なる覆いではなく、脳や自律
神経と直結した「露出した脳」です。弊
社は、界面の電位リセットやπ電子によ
る細胞OSの再起動を提唱。従来の補うケ
アを超え、生体インターフェースを解放
し、生命の自活力を引き出す革新的なス
キンケアをご提案します。

�キュービクルの保守管理を行っています

なにわ電気管理
�０８０・８３６６・６７４１

工場、ビル、商業施設等で高圧電気を
利用されている皆様の自
家用電気工作物（キュー
ビクル等）の保守管理を
行う、電気管理技術者で
す。詳しくはQRコードの
ホームページから。

検検定定試試験験情情報報

◆ビジネス会計検定
財務諸表が表す項目・数値を理

解し、財務諸表に関する知識・分
析方法を身につけるのに有効。簿
記の知識がなくても可。
試験日 １０月１８日
申込み ８月２１日～９月

１０日
受験料 ２級７，４８０円

３級４，９５０円
◆メンタルヘルス・マネジメント
検定
職場内の役割に応じて必要なメ

ンタルヘルスケアに関する知識や
対処方法を習得するのに有効。
【公開試験】
全国１５都市の会場で統一日に検
定試験を実施
試験日 １１月１日
申込み ９月４～１７日
受験料 �種 １１，５５０円

�種 ７，４８０円
�種 ５，２８０円

【団体特別試験】
企業・団体等が日時・場所を設

定して随時検定試験を実施
※�種・�種のみ：各コ
ース１０人以上で実施可
受験料 �種５，９８０円

�種４，２２０円

ＰＣスクールや教育
機関などの試験会場で
随時受験可能。インタ

ーネットで試験の施行から採点、
合否判定までを行う。
試験日・申し込みは随時（一部

指定日あり）。試験会場によって異
なる。
◆リテールマーケティング（販売
士）検定
マーケティング知識を活かした

販売促進企画の立案や売場づく
り、接客の技術、在庫管理など実
践的な専門知識を身につける。大
阪市内のテストセンターなどで随
時受験可能。
受験料 １級８，８００円、２級６，６００

円、３級４，４００円
問合せ ＣＢＴ―Solutions受験サ

ポートセンター
�０３・５２０９・０５５３

◆日商簿記２、３級
年３回（６月、１１月、２月）の

統一試験日にペーパーで行う従来
の試験方式（統一試験方式）に加
えて、２級と３級は随時施行が可
能なネット試験を実施している。
申し込みから合格証取得まですべ
てインターネットで行う。大阪市
内のテストセンターかネット試験
施行機関で受験可能。
受験料 ２級５,５００円、３級３,３００円
◆日商ＰＣ検定
企業実務における文書作成や表

計算などのアプリケーションソフ
トの利活用能力、ＩＴの利活用に
資する知識・スキルを問う。試験
の種類は「文書作成」「データ活用」
「プレゼン資料作成（基礎級設定
なし）」。１級は指定日あり。
受験料 １級１１，０００円、２級 ７，７００

円、３級 ５，５００円
Basic（基礎級）４，４００円

◆福祉住環境コーディネーター検
定２、３級
試験日 ７月９～３０日
申込み ６月５～１６日
受験料 ２級７，７００円

３級５，５００円
◆環境社会検定（ｅｃｏ）検定
試験日 ７月９～３０日
申込み ６月５～１６日
受験料 ５，５００円（級の設

定なし）

◆ビジネス会計検定 ２級受験対
策ＷＥＢ講座
【オンデマンド配信】
全２１講座（約９時間）、視
聴可能期間：１６週間
◆ビジネス会計検定 ３級受験対
策ＷＥＢ講座
【オンデマンド配信】
全１８講座（約８．５時間）、
視聴可能期間：１２週間
◆６月開講 日商簿記２級講座
�本町教室	
【平日コース】
日 時 ６月２２日～１０月

８日（全２６回）
１８：３０～２１：００

【土曜コース】
日 時 ７月４日～１０月３日（全

１２回）１０：００～１６：００（一
部時間変更あ
り、休憩含む）

場 所 ミライフ本町教
室

「「事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡのの舞舞台台裏裏」」̶̶支支援援現現場場かかららのの本本音音メメッッセセーージジ̶̶
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�８４�

社
内
ル
ー
ル
を
定
め
て
利
用

�１�

中小企業におけるＡＩの利用と個人情報保護法

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

健全なＭ＆Ａ支援へ新たな動き

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「「今今そそここににああるる危危機機」」ととのの
終終わわりりななきき戦戦いい

またサイバー
セキュリティ

の話か�

�１	

シンギュラリティの足音？ 違う！ ウチのドアをノックする音よ！

（４）２０２６年（令和８年）６月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９８



セミナー・イベント 

大商セミナー・
イベントカレンダー

◆人手不足時代を勝ち抜く賃金・
評価制度の再設計セミナー
労働人口の減少に伴う採用難に

加え、最低賃金の引き上げや物価
高騰など、中小企業を取り巻く経
営環境は厳しさを増している。
こうした問題に対応するため、

業務効率化を促す評価指標の設定
や社員の納得感を高める賃金体系
の見直しなど、実務に即した組織
づくりの第一歩についてＨ＆Ｍコ
ンサルティングの吉崎靖宏代表・
社会保険労務士が解説する。また、
大阪府商工労働部の担当者が労働
施策を説明する。
日 時 ６月２６日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 経営相談室�６９４４・６４５１
◆法律講演会・相談会「問題社員
対応、職場のハラスメントとメン
タル不調に伴う休職、復職を巡る
法律実務とトラブル防止策」
天満法律事務所の福崎浩弁護士

が、企業が取り組むべきハラスメ
ント対策やメンタル不調者・問題
社員への対応、解雇回避努力（配
置転換など）について説明する。
終了後は個別法律相談会も実施。
日 時 ７月１４日１４：００～１５：４５

（講演会）、１６：００～１６：
３０（個別相談会）

場 所 大阪弁護士会館（大阪市
北区）

問合せ 経営相談室�６９４４・６４５１
◆初心者のための海外調達実務基
礎講座
海外調達はコスト低減や、国内

で入手困難な特殊技術製品などを
調達できるというメリットの一
方、国内調達との違いや新たな海
外サプライヤーの見つけ方といっ
たハードルもある。
調達業務支援の専門家である福

原イノベーション研究所の福原政
則社長兼ＣＥＯが、�海外調達が
なぜ重要か�海外調達のメリット
とデメリット�海外調達の取引形
態�海外調達業務の進め方�海外
調達の注意すべきポイント──に
ついて、図表や具体的な成功・失
敗事例を踏まえて丁寧に解説。
日 時 ７月１５日１４：００～１６：００
形 式 オンライン
問合せ 国際部�６９４４・６４１１
◆貿易実務セミナー～インコター
ムズ２０２０を理解する
「インコタームズ」は貿易取引

条件とその解釈に関する国際規

則。
最新版「インコタームズ２０２０」

の各取引条件の解説や旧版の「イ
ンコタームズ２０１０」との比較、最
新版の使用上の注意点についてケ
ーススタディーを用いて解説。
講師は関西大学商学部の吉田友

之名誉教授。
日 時 ７月１６日９：３０～１２：３０
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１
◆自社技術×ＡＩ活用で顧客の心
が動くトレンド市場・新商品を創
り出すセミナーワークショップ
新たなアイデア発想方法「リ・

デザイン思考法」を活用し、�誰で
も簡単にアイデアを作り出せる３
ステップ�を使って新商品アイデ
アから既存技術を応用した実現性
の高いコンセプトを構築する方法
を解説する。
また、生成ＡＩを活用した製品

コンセプトの可視化やアイデアを
カタチにする新商品発想の手法に
ついても説明、モデルケースを使
ってグループ演習を行う。講師は
湊宣明・立命館大学大学院テクノ
ロジー・マネジメント研究科研究
科長・教授。
日 時 ７月２８日１３：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４５１
◆海外勤務者の税務・社会保険講
座
企業が海外事業を展開していく

中では、海外出張や海外赴任を伴
う業務が多く発生し、管理部門は
赴任や出張における社会保険や税
務を適切に管理することが求めら
れる。
海外赴任者と海外出張者に関す

る税務やビザなどの留意点につい
て、実務対応を交えてポイントを
解説する。講師はＥＹ税理士法人
の藤井恵パートナー税理士・行政
書士。
日 時 ７月３１日１４：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１

大阪商工会議所ホームページで
は、大商が主催するセミナ
ー・イベントを開催日時順
や新着順で掲載している。

環
境
・
社
会
課
題
へ
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
地
域
と
の

協
働
を
深
め
、
顧
客
の
潜
在

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
持
続
可
能

な
も
の
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

１
日
、「
第
１
回
地
域
と
共
創

す
る

社
会
課
題
解
決
型
プ

ロ
ダ
ク
ツ
を
生
み
出
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
く
。

全
国
の
町
工
場
や
職
人
と

商
品
開
発
に
取
り
組
む
セ
メ

ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
デ
ザ
イ

ン
の
金
谷
勉
社
長
と
、
丹
後

ち
り
め
ん
の
技
術
を
駆
使
し

た
手
織
り
商
品
を
現
代
に
昇

華
さ
せ
、
丹
後
の
伝
統
を
国

内
外
に
発
信
す
る
ク
ス
カ

（
京
都
府
）
の
楠
泰
彦
代
表

を
招
き
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
開
発
に
つ
い
て
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
さ

ら
に
、
社
会
課
題
解
決
型
商

品
の
ア
イ
デ
ア
出
し
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
終
了

後
は
、
希
望
者
に
デ
ザ
イ
ン

相
談
会
を
実
施
。

午
後
３
時
〜
５
時
３０
分
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

楠泰彦氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
〜
９
月
、「
若
手
社
員
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
塾
」（
全
３
回
）

を
開
く
。
同
世
代
の
他
者
と
ワ
ー
ク
を
通
し
て
共
感
・
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
自
ら
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
き
っ
か
け
と
な
る
機
会
を
創
出
す
る
。

若
手
の
定
着
に
課
題
を
抱

え
る
企
業
が
増
え
る
な
か
、

若
手
世
代
が
自
ら
の
中
長
期

的
な
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に

描
く「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
効
果
は
若
手
自
身

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る

の
み
な
ら
ず
、
企
業
に
と
っ

て
も
人
材
力
の
強
化
や
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な

ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

規
模
や
業
種
の
異
な
る

様
々
な
企
業
か
ら
若
手
が
集

い
、
様
々
な
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
共
感
・
刺
激
し
合
う
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア

を
自
ら
考
え
創
る
き
っ
か
け

を
提
供
す
る
。
過
去
の
参
加

者
か
ら
は
「
同
年
代
の
異
業

種
の
方
と
初
め
て
交
流
で
き

た
」「
会
社
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
必
要
な

行
動
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

塾
長
に
は
、
人
材
育
成
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
研
究
な
ど

を
専
門
と
す
る
リ
ク
ル
ー
ト

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
古
屋
星

斗
主
任
研
究
員
が
就
任
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
商
工
会
議
所
は
創
業

に
必
要
な
知
識
の
習
得
や
創

業
計
画
の
作
成
を
支
援
す
る

セ
ミ
ナ
ー
や
ス
ク
ー
ル
の
開

催
を
通
し
て
、
起
業
マ
イ
ン

ド
の
醸
成
や
起
業
家
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
起

業
促
進
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
は
大
阪
で
創
業
を
志

望
す
る
方
を
対
象
に
７
月
１１

日
、「
創
業
の
進
め
方
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
く
。

講
師
は
、
数
多
く
の
創
業

支
援
実
績
を
持
つ
中
小
企
業

診
断
士
の
永
井
俊
二
氏
。
創

業
の
心
構
え
か
ら
創
業
準
備

の
手
順
、
資
金
調
達
に
必
要

と
な
る
創
業
計
画
書
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
や
具
体
的
な
資
金

調
達
方
法
な
ど
を
説
明
す

る
。
実
際
に
支
援
し
た
事
例

か
ら
創
業
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

も
紹
介
。
創
業
に
役
立
つ
施

策
や
創
業
融
資
、
補
助
金
な

ど
の
情
報
提
供
も
行
う
。午

後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

１９
日
、
日
本
国
内
で
事
業
を

営
む
海
外
出
身
経
営
者
な
ど

を
対
象
に
、
販
路
拡
大
セ
ミ

ナ
ー
を
開
く
。

こ
れ
は
、
海
外
出
身
の
経

営
者
や
従
業
員
の
日
本
市
場

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
日

本
企
業
と
の
商
談
成
約
率
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
。

バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
経
験

が
豊
富
で
、
国
内
外
の
商
談

支
援
に
多
く
の
実
績
を
有
す

る
、
一
般
社
団
法
人
地
域
商

品
共
創
機
構
の
柳
原
勝
浩
理

事
が
登
壇
。
国
内
企
業
の
バ

イ
ヤ
ー
が
重
視
す
る
ポ
イ
ン

ト
や
相
手
の
心
を
つ
か
む
商

談
ス
キ
ル
、
日
本
特
有
の
商

習
慣
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す

る
。食

品
、
雑
貨
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
け
る
輸
入
販
売
事

業
な
ど
で
活
躍
す
る
大
興
商

事
、
ジ
ェ
ー
シ
ー
フ
レ
ン
ド

の
２
社
が
事
例
を
紹
介
す

る
。
登
壇
者
や
参
加
者
間
と

の
交
流
会
も
開
き
、
企
業
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
も

促
進
す
る
。午
後
３
〜
５
時
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
８
月
〜
来
年
２
月
に
か
け
て
「
ツ
ナ
ガ
ル
若
手
共
創
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
全
５
回
）を
開
く
。
活
動
テ
ー
マ
ご
と
に
チ
ー
ム
を
組
み
、
企
画
を
練
る
。

企
業
を
越
え
て
つ
な
が
り
、
自
ら
企
画
を
形
に
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

近
年
、
多
く
の
企
業
が
若

手
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
離
職
防
止
を
課
題

と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

企
画
立
案
や
成
功
体
験
、
同

世
代
と
の
交
流
が
、
意
欲
や

主
体
性
を
育
て
る
手
段
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

若
手
社
員
が
所
属
企
業
の
枠

を
超
え
て
４
人
前
後
の
チ
ー

ム
で
企
画
を
練
る
。
活
動
テ

ー
マ
は
、「
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の

向
上
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
企
画
」

「
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
向
上
」「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
業
務
革
新
」
の
４
テ
ー
マ

か
ら
１
つ
を
選
択
。
全
５
回

の
開
催
日
と
チ
ー
ム
の
自
主

活
動
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
発
想
力
や
企
画

力
、
合
意
形
成
力
、
多
様
な

価
値
観
を
受
け
入
れ
る
力
な

ど
を
身
に
つ
け
る
。
最
終
回

に
は
、
送
り
出
し
企
業
の
上

司
な
ど
を
招
い
て
企
画
発
表

会
を
開
催
予
定
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
は
、
マ
ー
ブ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
松
尾
久
美
子

代
表
取
締
役
が
就
任
す
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

契
約
や
取
引
条
件
の
確

認
、
債
権
回
収
、
損
害
賠
償
、

労
務
ト
ラ
ブ
ル
、就
業
規
則
、

労
働
・
社
会
保
険
、
賃
金
・

人
事
制
度
、
法
人
税
や
所
得

税
、
資
産
税
、
経
理
の
Ｄ
Ｘ

化
、
税
制
改
正
へ
の
対
応
、

会
社
設
立
、
新
事
業
立
案
、

創
業
計
画
策
定
、「
も
の
づ
く

り
補
助
金
」「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」「
経
営
革
新
計
画
」

な
ど
の
申
請
、
生
産
管
理
・

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
診
断
と

活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど

の
活
用
、
新
製
品
開
発
、
生

産
性
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
、
販
路
開
拓
の
進
め

方
、
新
規
融
資
、
借
損
の
進

め
方
、
借
入
金
の
返
済
条
件

の
見
直
し
、
金
融
機
関
へ
の

対
応
、
取
適
法
や
独
占
禁
止

法
へ
の
対
応
な
ど
経
営
者
の

立
場
に
立
ち
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。

相
談
は
面
談
・
電
話
と
も

可
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大阪商工会
議所は、女性
の起業促進や
スケールアッ
プを支援する
事業を実施し
ている。今年
度は、ロール
モデルとなる女性起業家を招聘
したダイアローグと交流会を年
４回開催する。
毎回、時流に乗っている女性
起業家に注目し、変化の時代に
成長の壁をどう乗り越えたの
か、そのビジネスモデルの優位
性、スケールアップの経緯から
起業家の核心となるところまで

を対話形式で掘り下げる。講演
後は、グループにて意見交換を
行うワークや交流会も行う。
第１回のロールモデルはＬａ
Ｈｉｍａｗａｒｉの�野安代

代表取締役。モデレーターはし
ゅうめいの松田政美代表取締役
／リブランディングプロデュー
サー。
日 時 ６月２７日１４：００～１６：

３０
場 所 グラングリーン大阪Ｊ

ＡＭ ＢＡＳＥ（大阪
市北区）

問合せ 経営相談室
�６９４４・６４７２

高野安代氏

全３回プログラム

【第１回】７月２４日（金）
１４：００～１７：００
「自分の現在地を知る」
※終了後、名刺交換会
を開催予定

【第２回】８月２６日（水）
１４：００～１７：００
「将来のキャリアをデ
ザインする」

【第３回】９月２９日（火）
１４：００～１７：００
「明日からの行動計画
を立てる」
※終了後、懇親会を開
催予定

全５回プログラム

【第１回】８月３日（月）
１４：００～１７：００
自己紹介・活動テーマ
を深堀り

【第２回】９月３日（木）
１４：００～１７：００
チーム企画活動

【第３回】１０月１３日（火）
１５：００～１７：００
チーム作業活動

【第４回】１１月２４日（火）
１４：００～１７：００
中間発表会

【第５回】来年２月２日（火）
１４：００～１６：００
最終発表会、懇親会

２０２６年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

日時、場所は調整のうえお知らせします

�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回まで。
☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合計５回
まで。※曜日、時間を変更する場合あり。※大阪府の補助金
を受けて実施。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

取適法、独占禁止法

知的財産
（特許、商標、意匠など）

同世代の他者と共感・刺激し合う
若手社員キャリアデザイン塾

企画力を養い社外ネットワーク構築
ツナガル若手共創プロジェクト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

マ
ー
ブ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

松
尾
久
美
子
氏

塾
長

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

主
任
研
究
員

古
屋
星
斗
氏

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

中
小
企
業
の
経
営
課
題
に
専
門
家
が
対
応

社
会
課
題
解
決
型
の
商
品
開
発

▼詳細は
こちら

専
門
相
談
窓
口

事
例
発
表
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

在
日
外
国
人
経
営
者
が
対
象

バ
イ
ヤ
ー
に
売
り
込
む
コ
ツ

大
阪
で
の
創
業
の
進
め
方

支
援
事
例
や
成
功
の
要
所

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

女女性性起起業業家家ととののダダイイアアロローーググ＆＆交交流流会会第１回は
６月２７日

２０２６年（令和８年）６月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９８（５）
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Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

同
表
彰
は
１
９
７
０
年
に

創
設
さ
れ
、
被
表
彰
者
は
累

計
２
万
１
７
４
６
人
（
前
年

度
１
９
６
人
）
に
上
る
。
多

数
の
利
用
企
業
か
ら
、
社
員

の「
励
み
に
な
る
」「
定
着
に

つ
な
が
る
」
と
好
評
を
得
て

い
る
。

表
彰
は
「
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
」（
勤
続
満
２５
年

以
上
対
象
、
前
年
度
表
彰
９６

人
）、「
中
堅
優
良
従
業
員
表

彰
」（
同
１０
年
以
上
対
象
、
同

５６
人
）、「
年
度
最
優
秀
従
業

員
表
彰
」（
同
３
年
以
上
対

象
、
同
４４
人
）
の
３
種
類
の

区
分
で
推
薦
を
受
け
付
け
て

い
る
。
被
表
彰
者
の
資
格
は

左
表
の
と
お
り
。
式
典
は
１１

月
１７
日
午
前
に
大
商
・
国
際

会
議
ホ
ー
ル
で
開
く
。

推
薦
書
の
提
出
期
限
は
８

月
２８
日
。
推
薦
書
式
と
記
入

例
は
大
商
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。
大
商
会
員

限
定
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

２
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、「
２
０
２
６
年
度
優
良
商
工
従
業
員
表
彰
」
被
表
彰

者
の
推
薦
受
け
付
け
を
開
始
し
た
。
対
象
は
大
商
会
員
企
業
・
団
体
の
従
業
員
。
表
彰

式
典
は
１１
月
１７
日
午
前
に
大
商
・
国
際
会
議
ホ
ー
ル
で
開
き
、
大
商
会
頭
名
の
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
る
。

昨年度の優良商工従業員表彰では１９６人が表彰された�
２０２５年１１月、大商

大阪商工会議所は、任期満了にともなう１号議員選挙
を１０月１４日に行います。１号議員とその選挙制度につい
て、Ｑ＆Ａ方式でご案内いたします。

【１号議員選挙入場券（見本）】

商工会議所の議員とは？

Ａ 商工会議所の議員は、会員
の中から選挙・選任され、商

工会議所の運営に直接参画し、地
域経済・産業の発展を図るための
各種事業を推進する役割を担いま
す。
具体的には、最高意思決定機関
である議員総会の構成員として、
事業計画や収支予算などの重要事
項を審議・決定するほか、正副部
会長、正副支部長、専門委員会委
員などに就任し、様々な事業を推
進する役割を担います。
今回、選挙・選任される議員の
任期は、２０２６年１１月１日から２０２９
年１０月３１日までの３年となりま
す。

１号議員とは？

Ａ 大商の議員は、定数１５０人で
あり、選挙・選任の方法によ

り、「１号議員」「２号議員」「３号
議員」に種別されますが、権利や
義務に差はありません。
１号議員（定数７６人）は、会員

・特定商工業者による投票によっ
て、会員の中から選挙されます。
２号議員（定数５２人）は、業種
別に設置されている１４の部会にお
いて部会員の中から選任されま
す。
３号議員（定数２２人）は、議員
総会において、会員の中から選任
されます。

選挙資格を得る方法は？

Ａ 会員の方は、８月１日まで
に会費を納入されると、１号

議員の選挙権と被選挙権が付与さ

れます。ただし、大阪市内に事業
所をお持ちでないなどの特別会員
の方は、いずれの権利もありませ
ん。
新規の会員加入については、７

月９日午後５時までに入会申込書
を会員部に提出し、かつ８月１日
までに加入金と会費の納入があっ
た場合、選挙権と被選挙権を得る
ことができます。
また、会員でない特定商工業者

の方は、８月１日までに負担金を
納入されると選挙権が１個付与さ
れます。

選挙権個数の決まり方は？

Ａ 会員の方は、会費負担口数
に応じて、選挙権個数が決ま

ります。詳細につきましては、上
表「会費負担口数に対する１号議
員選挙の選挙権個数」をご覧くだ
さい。
また、特定商工業者の方の選挙

権個数は、一律１個です。なお、
会員であり、かつ特定商工業者に
も該当される方は、会費負担口数
に応じた選挙権個数に１個加算さ
れます。例えば、会費負担口数２
口（選挙権個数６個）で特定商工
業者（選挙権個数１個）にも該当
される会員の選挙権個数は７個で
す。

立候補の条件は？

Ａ 被選挙権を有する会員のみ
立候補できます。立候補の受

付期間は、９月１日から９月２９日
までとなっています。なお、法人
会員は法人として、団体会員は団
体として立候補し、当選後に１号
議員の職務を行う者１人を届け出

ます。

投票の方法は？

Ａ 選挙権を有する会員および
特定商工業者の方に、９月上

旬に「１号議員選挙入場券」を郵
送します。入場券につきましては、
上の「１号議員選挙入場券」の見
本をご参照ください。なお、入場
券は、選挙権１個につき、１枚郵
送します。例えば、選挙権を６個
お持ちの場合、６枚の入場券を郵
送します。
また、投票方法には、「本人投票」

と「代理投票（委任）」の２通りが
あります。
本人投票とは、選挙当日に、選

挙人本人が入場券を会場に持参
し、投票する方法です。入場券と
引き換えに投票用紙（マークシー
ト式）を交付します。なお、選挙
権を複数お持ちの場合は、複数の
立候補者へ投票することができま
す。
代理投票（委任）とは、代理人

に投票を委任する方法です。投票
を委任するには、入場券を選挙当
日までに代理人にお渡しくださ
い。なお、選挙権を複数お持ちの
場合は、複数の代理人へ投票を委
任することができます。

＊ ＊ ＊

会員と特定商工業者が代表を選
ぶ大切な選挙です。選挙・選任に
関する情報は大商ホー
ムページで更新いたし
ます。

問合せ 会員組織担当
�６９４４・６２５１

２
０
２
５
年
度
、
優
良
商

工
従
業
員
表
彰
を
活
用
し
た

コ
ス
モ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
紹

介
す
る
。

同
社
は
、
大
阪
市
中
央
区

に
本
社
を
置
き
、
テ
キ
ス
タ

イ
ル
の
企
画
・
製
造
・
販
売

を
行
っ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
は
同
社
の

従
業
員
が
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
表
彰
を
受
賞
し
た
。

同
社
の
有
馬
剛
・
常
務
取

締
役
は
、「
勤
続
４０
年
と
な
る

優
秀
な
社
員
に
感
謝
を
伝

え
、
励
み
に
し
て
も
ら
お
う

と
２
０
２
４
年
度
か
ら
活
用

を
始
め
ま
し
た
。
格
式
高
い

式
典
の
進
行
で
、
大
勢
の
前

で
表
彰
さ
れ
る
点
が
気
に
入

っ
て
い
ま
す
。
社
内
の
月
次

会
議
で
も
報
告
し
、
受
賞
を

た
た
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
こ
の
表
彰
制
度
を
活
用

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

２
０
２
５
年
度
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
を
受
賞

し
、
被
表
彰
者
代
表
と
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
同
社
の
藤
野

禎
史
さ
ん
は
、「
謝
辞
登
壇
の

話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、

正
直
な
と
こ
ろ
お
断
り
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

入
社
し
て
４０
年
と
い
う
人
生

の
節
目
に
あ
た
る
機
会
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
私
の
母
校
が

大
阪
商
工
会
議
所
の
設
立
に

か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
、

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
式

典
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
に

対
し
て
恩
返
し
が
で
き
た
よ

う
に
感
じ
、
人
生
に
お
け
る

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
た
。

優良商工従業員表彰の種類と被表彰者の資格
※いずれも大阪府内の勤務経験は不問

１．永年勤続優良従業員表彰

（１）同一企業もしくは団体に勤続満２５年以上
（※２０２６年１１月１日現在）

（２）次のいずれかの部門で貢献した方
�優良技術 �優良創造
�優良指導 �優良行動

※下記に該当する方は除く
１）代表権のある役員、非専従（非常勤）役員
２）実質的な経営権をもつ家族従業員
３）本表彰を既に受けたことのある従業員
※１会員につき各部門若干名推薦可

２．中堅優良従業員表彰

同一企業もしくは団体に勤続満１０年以上
（※２０２６年１１月１日現在）
※下記に該当する方は除く
１）代表権のある役員、非専従（非常勤）役員
２）実質的な経営権をもつ家族従業員
３）本表彰を既に受けたことのある従業員
※１会員における推薦人数の制限なし

３．年度最優秀従業員表彰

（１）同一企業もしくは団体に勤続満３年以上
（※２０２６年１１月１日現在）

（２）前年度、次の各部門で最も高い評価を受けた方
�総務・管理 �販売・サービス �製造・技術

※下記に該当する方は除く
１）すべての役員
２）実質的な経営権をもつ家族従業員
３）過去３年間に同一部門で既に表彰を受けた従業員
※１会員につき各部門原則１人推薦可

会費負担口数に対する１号議員選挙の選挙権個数
２１～２５

２７

１６～２０

２４

１１～１５

２１

６～１０

１８

５

１５

４

１２

３

９

２

６

１

３

会 費 口 数

選挙権個数

６１以上

５０

特定商工業者に該当する会員が負担金を納入すると選挙権が１個加算される

５６～６０

４８

５１～５５

４５

４６～５０

４２

４１～４５

３９

３６～４０

３６

３１～３５

３３

２６～３０

３０

会 費 口 数

選挙権個数

優秀な社員の士気向上に
コスモテキスタイル

推
薦
者

優
良
商
工
従
業
員
を
表
彰

社
内
で
も
受
賞
た
た
え
る

従
業
員
の
定
着
に
効
果
も

コスモテキスタイル
常務取締役
有馬 剛 さん

▼詳細は
こちら

被
表
彰
者

謝
辞
登
壇
が
良
い
記
念
に

コスモテキスタイル

藤野 禎史 さん

９月上旬に�１号議員選挙入場券�を郵送

▼詳細は
こちら

１号議員選挙
�投票日�１０月１４日�会場�大阪商工会議所

集集
特特

（６）２０２６年（令和８年）６月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９８


